
平成３０年度練習試合 2018年 04月 07日 矢掛高校 VS 村野工業高校   ＠村野工業グラウンド 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 計 

矢 掛 2 0 0 0 0 0 2 2 0 6 

村野工業 1 0 0 2 1 0 0 0 1 5 

矢：森上、小川 ― 小池、真砂                文責：小野 愛友奈（普通科探究コース） 

 

矢掛高校の先発は、２年生右腕の森上（総社西中） 

 

1回表、矢掛高校の攻撃。一死から大山（小北中）が四球で出塁し、続く赤木（小北中）が内野安打を放つ。二

死から小池（総社西中）が右前打を放ち、初回から２点を先制する。 

1回裏、村野工業高校の攻撃。先頭打者に中前打を放たれ、盗塁も決められる。二死から連続四球で満塁とされ、

左前打で１点を返される。続く二死満塁のピンチは捕ゴロで切り抜ける。 

3回表、矢掛高校の攻撃。先頭の中村（矢掛中）が内野安打で出塁するも、佐藤武蔵（木之子中）の痛烈な二直

で一塁に戻り切れず併殺となる。 

3回裏、村野工業高校の攻撃。先頭打者に四球を与えてしまうが盗塁を刺す。一死から左前打を放たれ、連続盗

塁で一死三塁のピンチとなるが後続を抑える。 

4回裏、村野工業高校の攻撃。一死から連続四球で与えたピンチは、落ち着いた守備で二死とするが、ここから

制球を乱し、連続四死球をで押し出しとなり同点に追いつかれる。さらに、左前打を放たれ、１点を勝

ち越される苦しい展開。 

5回表、矢掛高校の攻撃。先頭の森上が中前打を放つも盗塁死となり、チャンスを作ることができない。 

5回裏、村野工業高校の攻撃。先頭打者に右前打を放たれ、死球と盗塁などで一死一・三塁とされる。このピン

チに内野ゴロを放たれ、１点を追加される。 

6回表、矢掛高校の攻撃。一死から佐藤武蔵が失策で出塁するが、盗塁死。 

6回裏、村野工業高校の攻撃。先頭打者に四球を与えてしまうも、牽制で刺す。 

7回表、矢掛高校の攻撃。先頭の赤木が四球で出塁する。暴投などで三塁まで進み、真砂（木之子中）の振り逃

げの間に１点を追加する。さらに木尾（美星中）の犠打と、森上の打球が失策となる間に２点目を挙げ、

終盤で同点に追いつく。さらにボークにより塁を進め、代打：小川（真備中）を送るが、遊ゴロに抑え

られ、勝ち越しならず。 

8回表、矢掛高校の攻撃。一死から大山が四球で出塁し、続く赤木が内野安打で一・二塁とする。ここでダブル

スチールを決め、二・三塁とチャンスを広げ、真砂の右前打で、２点を勝ち越す。 

8回裏、村野工業高校の攻撃。ここで矢掛高校投手の変更。２年生右腕の小川がマウンドへ。不安定な制球で三

つの四球を与えるが、捕手：小池が盗塁を二つ刺すなど小川を盛り上げ、無失点で最終回へ。 

9回裏、村野工業高校の攻撃。先頭打者に右越二塁打を放たれ、一死から犠打で二死三塁とされるが、最後の打

者は三ゴロで試合終了。 

 

矢掛高校は村野工業高校に６－５で逆転勝利をおさめた。今回の試合では、競り合いを制すことができたが、失

策や小さなミスが多く見られた。試合を有利に進めるためには、失策やミス、四死球を減らすことが大事だと思

う。ここで見つけた課題を少しでも克服して、次の試合に挑んでほしい。 

 今シーズンの勝敗 



１３勝２敗３分 


